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久留米俘虜収容所における演劇活動（1）

津：村　正樹

序

　筆者の目の前に60枚ばかりの古い、謄写版刷りと思われる印刷物のコピーがある。オリ

ジナルはおよそ横16センチ、縦23センチほどであろう。それは、演劇上演のプログラムで

ある。日付が書いてあり、一番古いものは1915年8月18日水曜日となっている。今から85

年ほど昔のものである。丁寧にカットを入れて装飾してあり、文字はときおり旧ドイツ筆

記体的要素が入るものの、おおむねきちんと読みやすく書かれている1）。1、2カ所、書き

直したためであろう、字が重なっていて、そのために判読不可能の部分などもある。どれ

を見ても、書いてあることがらはおおむね同じである。つまり、頭にはまず「俘虜収容所

の劇場　久留米・日本」とタイトルが入っており、その下に年月日が書いてあり、その下

には「作品名・演目」、「作者名」、「劇の

種類」、「演出者名」があり、その下には、

最も広いスペースをとって、登場人物名

とそれを演じる俳優の名前が書いてある。

その下には、時代はいつごろであるとか、

場所はどこであるとか、1幕と2幕の間

には14日間の時の経過がある、などとい

ったちょっとした注が書いてあったりす

る。あるいはまた、たばこは吸わないよ

うにとか、席はできるだけ詰めてお座り

下さいとかいったお願いが書いてあるこ

ともある。そして、入場料が書き入れて

ある。将校席はいくらで、兵卒席はいく

らであるとか、あるいは、5列目までは

50銭で、6列目から9列目までは20銭、

10列目から12列目は10銭とか。劇の内容

を詳しく説明するようなものではない。

ほとんどの場合が1枚の、ときに2枚に

わたる、簡単な上演プログラムである2）。

いきさつ

　ヨーロッパで第一次大戦が戦われてい

る時期、イギリスと日英同盟を結んでい
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写真1　「サビニ人の娘たちの誘拐」

　　　　（1916年3月上演）のパンフレット
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2 言語文化論究12

た日本は、実際はことさらに参戦の義務があったわけではなかったが、大陸における利権

を求めて、！914年8月23日青島のドイツ軍に対して戦線を布告する。圧倒的な軍事的優i勢

を誇る日本軍の攻撃の前に青島は11月7日に日本軍の手に落ちる。ドイツ軍の降伏をもっ

て、日本の局地的な「第一次世界大戦」は終焉を迎える。その結果生じたドイツ人俘虜は

その数4600名あまりであった。彼らは、日本に移送され、様々の形態で俘虜生活を、1920

年4月1日までのおよそ5年5ヶ月の間体験することとなる。かれらは当初12の都市の収

容所に分けて収容されたが、最後まで存続した収容所は、習志野（千葉）、板東（徳島）、

久留米（福岡）、似島（広島）、青野原（兵庫）、名古屋である。そこに収容された俘虜の人

数は、前者3カ所が1000名前後、後者3カ所が500名前後である。

　彼らドイツ人俘虜の収容所生活に関しては、これまでに『板東ドイツ人捕虜物語』（林啓

介）3）や『板東俘虜収容所』（富田弘）4）や『松山収容所』（才神時雄）5＞などの単行本が発刊

され、また、収容所のあった町において展示会が行われたり6）、その際などにパンフレット

や冊子などが発行されて、さまざまの情報が少しずつ知られるようになってきている。

　今回は、この上演プログラムと、大正3年と4年に俘虜情報局が編纂した俘虜名簿、そ

して、久留米市役所の文化財保護課が入手し、保存している写真やコピーなどを主な資料

として、当時の久留米のドイツ軍俘虜収容所における演劇活動がどのようなものであった

のか考えてみたい。極めて乏しい資料しかないから、今回は詳しいところまで立ち入るわ

けにはいかないが、これがおそらく、第一次大戦の結果生じたドイツ人俘虜の、日本にお

ける収容所生活の中の演劇活動を対象として取り上げた最初の文章であろうと思われる。

拙いものでしかないが、これがひとつの契機になって、ほかの収容所における演劇活動に

関するさらなる情報の発掘や整理に結びついていけば、望外である。

上演演昌

　プログラムを整理して、久留米俘虜収容所における上演作興のリストを挙げてみる。催

し「演劇」は常に演劇を上演したわけではなく、時には方言を使った演芸会とか、歌唱の

会なども行ったのであるが、このリストでは演劇の上演のみを挙げた。最初の番号は筆者

が整理のためにつけた通し番号である。日付が完全でないものは、パンフレットに明確に

記されていないものである。作者名が欠けているものもある。演出者はむろん俘虜である

が、これも書かれていないものもある。

1。　1915。8。18

2。　1915。　8．25

3。　1915．9．1

4。　1915●9。1

5。　1915。　9．18

6。　1915。　9．29

7。　1915。9。29

8。　1915．10．13

9。　1915。12。

10。　1915。12。

『ベルリンっ子』（笑劇）　K．トロイホルツ作

『義理の叔父のペッヒマイヤー』（笑劇）

『巨大児』（笑劇）水兵ザレヴスキ作　ザレヴスキ演出

『ああ、何て女たち！』（笑劇）水兵ザレヴスキ作　ザレヴスキ演出

『インディアンたち』（一幕物）ビーガー演出

『運命的な結婚プレゼント』ガーデブッシュ演出

『青』（喜劇）M．ベルンシュタイン作　ガーデブッシュ演出

『二人きりで』（喜劇）L．フルダ作

『山番小屋で』（劇）R．スコヴァネク作

『第六感』（笑劇）B．モーザー＋R．ミンク作　ガーデブッシュ演出
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11。　19＝L6。　＝L．28

12。　19＝L6。　1．28

13。　1916。　3。

14。　1916。　3。

15。　1916。　4⑦23

16。　！9＝L6。　5。

17．1916。聖霊降臨祭

18。　1916。　9。

19。　1916。10。　6

20。　1916。ユー2。25

21。　1917願　1。26

22。　1917。　2●28

23。　1917。　2．28

24。　1917。　3・24

25。　19！17。　3．24

26。　1917。　4。

27。　1917。　4。

28。　1917。　7。13

29。　1917。　8．17

30。　1917。　9。

31。　1917。10。

32。　1917。11。23

33。　1917。12。

34。　1918。　1。26

35。　1918。　4㊦01

36。　1918．4。18

37。　1918。　5。18

38。　1918。　6．28

39。　1918。　6．28

40。　1918。　7．29

41。　1918。　9．11

42。　1918。10。　8

久留米俘虜収容所における演劇活動（1） 3

『放り出されて』（茶番劇）H．ミュラー作　ロート演出

『鶴先生の診察時間』（笑劇）A．ライヒ作　ロート演出

『サビニ人の娘たちの誘捌（笑劇）F．＋P．シェーンタン作　ビーバー演

出

『ハンス・フルケバイン』（笑劇）ブルーメンタール＋カーデルベルク作

ロート演出

『シメク家』（笑劇）G．カーデルベルク作

『評議員殿』（喜劇）シェーンタン＋カーデルベルク作　ビーバー演出

　　『アルト・ハイデルベルク』（劇）W．M．フェルスター作ハリア

ー演出

『お似合いの燕尾服』（喜劇）G。ドレディ作ビーバー演出

『教育者フラックスマン』（喜劇）0。エルンスト作　ビーバー演出

『クリスマスツリーの下で』（性格描写）∫。H．ギアース作　ニッケル演出

『こわれ甕』（喜劇）H．クライスト作バリアー演出

『ハートのクイーン』（喜劇）M．ベルンシュタイン作　ビーバー演出

『新婚旅行』（喜劇）R．ベネディクス作　ビーバー演出

『ローレ』（『解放されし者たち』より）（一幕チクルス）0．E．ハルトレー

ベン作　バリアー演出

『困惑の花嫁』（笑劇）K．クリーク作ニッケル演出

卜等車』（農民笑劇）：L．トーマ作　バリアー演出

『神童ブリドリン』（一幕喜劇）H．シュトゥルム作　ガーデブッシュ演出

『私が戻ったとき』（笑劇）ブルーメンタール＋カーデルベルク作　ハリ

アー演出

『ロッテちゃんの誕生日』（喜劇）L．トーマ作

『罰としての休暇』（喜劇）モーザー＋Th．トロタ作　ビーバー演出

『ミンナ・フォン・バルンヘルム』（喜劇）G．E．レッシング作　バリアー

演出

『電話の秘密』（笑劇）H．ハウスライター＋M．ライマン作　ビーバー演

出

『そう？』K．ツィーグラー作　バリアー演出

『アンドレァ親方』（喜劇）E．ガイベル作　ツァイス演出

『ドイツの小都市市民』（喜劇）A．コッツェブー作　バリアー演出

『教育者フラックスマン』（喜劇）0．エルンスト作　ビーバー演出

『クラブチェアに座って』（喜劇）K．レスラー＋L．ヘラー作　ビーバー

演出

『新婚の二人』（劇）B．ビョルンソン作　ビーバー演出

『娘との結婚』（喜劇）A．」．グロース＋トロッカウ作　ビーバー演出

『同僚クランプトン』（喜劇）G．ハウプトマン作　バリアー演出

『チャーリィの叔母』（笑劇）B．トーマス作　ビーバー演出

『二つの条件』（劇）一等兵ナック作
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43。　1918。11。　1

44。　1918。11。29

45。　1919。　2。　6

46。　1919。　2。　6

47。　1919。　3。　1

48。　1919。　3。28

49。　1919。　4。　8－10

50。　1919。　4．21

51。　1919。　4㊤21

52。　1919。　5．10

53。　1919。　6。　5

54。　！919。　7。

55。　19！9。　8。14

56。　1919。　9．18

57。　1919。10。23

58。　1919。11。11

59。　1919。12麟11

60。　1919。12。17－18

言語文化論究12

『ビーバーの毛皮』（喜劇）G．ハウプトマン作　ビーバー演出

『無分別』（笑劇）F．シェーンタン作　ニッケル演出

『トー二』（悲劇）K．Th。ケルナー作　オルトレップ演出

『夜番』（喜劇）K．Th．ケルナー作　オルトレップ演出

『シュタイリッヒと息子』（笑劇）水兵ザレヴスキ作　ザレヴスキ演出

『アナトールの婚礼の朝（『アナトール』より）』A．シュニッツラ一作　ガ

ーデブツシュ演出

　『信仰と故郷』（悲劇）K．シェーンヘル作　バリアー演出

『別れの晩餐（『アナトール』より）』A．シュニッツラー作　ビーバー＋

ニッケル演出

『義歯あるいはヴェニスの殺害』（悲話）ビーバー＋ニッケル演出

『魔術師』（喜劇）エミール・デット作　ビーバー演出

『御者ヘンシェル』（劇）G．ハウプトマン作　ビーバー演出

『放蕩娘』（喜劇）L．トーマ作　ビーバー演出

『もうひとりの男』（劇）P．リンダウ作　ボーベルク演出

『ペンション・シェラー』（茶番劇）K．ラウフス作　ビーバー演出

『ダイナミック』（一幕物）W．カーン作　オルトレップ演出

『彼は夢遊病』（笑劇）0．トランディース作ザレヴスキ演出

『燕尾服のレアンダー』（笑劇）W．ヴォッタース作　エンゲルハルト演出

　『国民の敵』（劇）H．・イプセン作　ツァイス演出

　このリストに関してまず、注釈を加えておきたい。種類として、「茶番劇」と書いている

のはポッセPosseのことであり、「笑劇」と訳しているのはシュヴァンクSchwankのこと

である。久留米収容所の上演をほかの収容所のそれと比較した場合、その特徴の一つに、

「茶番劇」や「笑劇」が多いことが言える。

　ポッセとは近代以来の民衆的でコミカルな劇の一種で、芸術的造形よりも、題材的なお

もしろさに重点をおいたもので、筋の流れは単純で、状況や性格に対する気の利いた譜謹

を旨とし、謝肉祭劇やコメディア・デラルテの伝統につながっている。18世紀後半以降ウ

ィーンの舞台がポッセを盛んにやり、ハンス・ヴルストとかカスパールとかいった、ドイ

ツ語圏の人間だったら誰もが知っている喜劇的キャラクターを生み出した。その頂点をな

すのがウィーンの劇作者のネストロイであり、さまざまの軽妙な独特の味を作り出してい

る。

　シュヴァンクは、15世紀以降、散文や韻文で書かれた滑稽物のことであり、もともとは

劇に限ったものではなく、物語として長く存在した。オチを狙った形式で、例えば悪巧み

に長けたずる賢い人間が愚者を馬鹿にするようなもので、日頃タブーとされていることと

か、夫婦の聞の諦いとかから題材が取られた。13世紀以降はキリスト教の説教や学校の授

業の中でも使われている。シュヴァンク物語の作者として有名な人物にハンス・ザックス

も入る。J．：P．へ一ベルの散文小品『ラインの家庭の宝箱』（！811）などもシュヴァンクに

入るものである。19世紀になって劇としてのシュヴァンクが現れ、その中でも、この久留

米での上演演目にも見あたる、シェーンタン兄弟の『サビニ人の娘たちの誘捌（1885）や
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久留米俘虜収容所における演劇活動（1） 5

トーマの『地方鉄道Lokalbahn』（1902）などが有名である。ついでに書いておくと、この

トーマの作晶は昭和4年発行の『世界戯曲全集』の第！5巻に『枝線鉄道』として伊藤武雄

訳で掲載されている。その解題の中で北村喜八はこの作晶を「風刺が饒舌に流れて、真に

優れた芸術品としての緊縮した力強さと迫力に欠けているように思える」7）と書いている

が、それは筆者の見るところでは、空元気でお上に楯突き、気勢を上げ、しかしすぐにし

ぼんで、それを後悔して、自己保身に回るというドイツ市民の様態を、卓越した劇的緊張

の中で表現しきった佳品である。

　上演作品の全体を眺めてみると、笑劇が18、茶番劇が2、喜劇が22、劇（Sch麗spleDが

8、悲劇が2、一幕物が2、その他が6である。のべ60の劇作品がおよそ5年5ヶ月の間

に上演されたことになる。月に1作弱である。

　どのような劇が好んで上演されたのかを知り、久留米収容所における上演のイメージを

得るためには、上演作品の全テキストがほしいところであるが、文学史、演劇史にはっき

りと名を残していて、テキストが容易に手に入るのは、フェルスター、クライスト、レッ

シング、ビョルンソン、ハウプトマン、シュニッツラー、イプセンくらいのものである。

マイヤーの百科事典や、キントラーの文学史事典などに項目として出てくる作家たち、フ

ルダ、シェーンタン、ブルーメンタール、カーデルベルク、エルンスト、ベネディクス、

ハルトレーベン、トーマ、シュトゥルム、ツィーグラー、コッツェブー、シェーンヘル、

リンダウ、ガイベルなどの作晶のテキストは、ドイツの図書館などを使えば入手すること

ができると思われる。次の機会には、入手できたテキストをもとに、もう少し詳しく個々

の作晶に入り込んでみたい。

　一応、それがどのような作家たちであったかを、ここで簡単に解説しておきたい。（下線

を引いた作贔は、日本の俘虜収容所で上演にかかったものである）

・オットー・エルンスト（1862－1926）11883年から1900年までハンブルクの小学校教師を

していたが、『今どきの若者Juge撮voれheute』（1900）と『教育者フラックスマンFlachs－

ma氣n　als：Erz三eher』（1901）の作品で、当時もっとも成功を収めた舞台作家となった。

・グスタフ・カーデルベルク（185H925）＝ペスト生まれのオーストリアの俳優兼舞台作

家。上質で無難な劇を書いている。シュヴァンクやオペレッタも少なくない。ブルーメン

タールやシェーンタンとの平作がある。有名な作品は『白馬亭にて亙mweiBen　R6ssl』

（1898）。

・カール・テオドール・ケルナー（179H813）：フライベルクの鉱山大学で学んだ後、ワ

イマールに行き、そこでフンボルトやシュレーゲル、アイヒェンドルフなどと親交を結ん

だ。この町で女優アントニー・アダムベルガーと婚約し、1813年には宮廷劇場作家に任命

される。リュツォフの義勇軍に参加し、戦争と自由を歌う歌曲を作り、それは彼の死後『竪

琴と剣Leyer　und　Schwert』というタイトルで出版された。劇作の才能と言語表現力は低

くはなかったが、あまりに拙速な創作に流れ、内容の乏しい娯楽喜劇と、シラーをまねた

悲劇以上のものは作り出せなかった、と現在では評価されている。悲劇に『ツリニ』

（！812）、『ロザムンデ』（18！4）、『トー二』（1815）、喜劇に『夜番』（1815）、『ブレーメンの

いとこ』（1815）、『女家庭教師』（1818）などがある。

・アウグスト・フォン・コッツェブー（176H819）：ここで説明を入れることが不適当な

ほどに有名な作家ではある。ワイマールで弁護士をしたあと、1781年にロシアに行き、裁
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判所長などの重責を果たしたが、1795年にナルヴァ近郊の別荘に戻る。1797年に宮廷劇場

作家としてウィーンに赴き、2年間そこで働いて、1800年置ロシアに向かうが、その途中

に逮捕され、シベリアに送られる。4カ月後に釈放され、その拘留がいわれのないもので

あったとして多額の補償金を受け取り、その上ペータースブルクのドイツ劇場支配人に任

命される。皇帝パウル1世の死後ワイマールに行き、ゲーテとシラーの仲を裂こうと画策

するが、そのことで逆に自分の方がこの町に居づらくなり、1803年半ベルリンに移る。そ

こでゲーテとロマン主義者たちに敵対する雑誌『腹蔵なきものDer　Freim韻ge』を刊行す

る。ナポレオンを避けてケーニヒスブルクに逃れ、ここで雑誌『蜂Die　Biene』や『こおろ

ぎDie　Grille』を刊行して、ナポレオンを批判する。1813年にロシアの枢密顧問官に任命さ

れる。この地で劇場の芸術担当責任者となる。1817年以降はドイツのさまざまの町に滞在

し、ロシアの退職官吏としてドイツ事情に関してペータースブルクに報告を送る。1818年

創刊の『文学週刊誌Literarisches　Wochenblatt』の中でドイツの学生組合ブルシェンシャ

フトの自由主義的理念や愛国主義的理想を椰楡したために、ドイツの統一と自由に敵対す

る者と見なされた。イェーナの熱狂的なブルシェンシャフト組合員であったK．L．ザント

によって刺殺された。劇作は200以上を数える。イフラントとともに、当時優勢だった娯楽

劇の作家として外国でも成功を収めた。ゲーテはワイマーールの劇場責任者をしていた時代

に、自分の敵対者であるコッツェブーの作品を90作も上演している。上演効果に関する確

かな本能を持つコッツェブーはそれまでの古い騎士物を駆逐して、劇的で感覚的な家庭描

写を前面に出した。シラーを模倣した作品もある。最も成功した作品は喜劇（『クリングス

ベルク家のふたりDie　beiden　Klillgsberg』（1801）、『ドイツの小都市市民Die　deutschen

Klei聡tadter』（！803）など）である。

・フランツ・シェーンタン（1849級913）1ウィーン出身のオーストリア劇作家で、舞台映

えのする喜劇やシュヴァンクを多く書いた。弟のパウルとの下作『サビニ人の娘の誘拐Der

Raub　der　Sabinerinne瑚（1885）は大成功を収めた。

・カール・シェーンヘル（1867－1943）1オーストリアの劇作家。ウィーンで医者をしてい

たが、1905年からフリーの作家。チロル方言の詩や物語を書いている。重要な作品は、故

郷のチロル地方の歴史に題材をとった、筋立てのしっかりした、社会批判的な劇である。

久留米収容所で上演されたただ二つの「悲劇のうちの一つである『信仰と故郷』（！910）

は彼の作品である。付言すれぼ、この作品は昭和4年発行の『近代劇全集』の第！3巻に新

関良三訳で掲載されている。反宗教改革の嵐の中で、村を追い立てられる新教派の人間た

ちの苦悩を描いたこの作晶は、ドイツ語圏の劇文化の伝統を感じさせる佳品である。

・クララ・ツィーグラー（1844－1909）：ドイツの人気悲劇俳優。1868年から1874年までは

ミュンヒェンの劇場にいたが、その後はほとんど旅回りで過ごした。

・ルートヴィヒ・トーマ（1867－！921）＝ここで説明を入れることが不適当なほどに、ドイ

ツでは有名な作家である。弁護士をやったあと、一世を風靡した政治風刺雑誌『ジンプリ

チスムス』の編集者となり、後にフリーの作家となる。政治的強権主義、下僕根性、田舎

根性に対する風刺を書いた。1907年には「大都市生活に抗して」ヘルマン・ヘッセと協力

して雑誌『メルツ（三月）』を発刊した。第一次世界大戦以降、その、似非道徳とプロイセ

ン主義に対する批判的思想と合わせて、徐々に国家主義的傾向を強めていく。代表作は日

本でも翻訳されている『悪童物語』（1905）や、習志野収容所でも久留米収容所でも上演さ
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